【金融営業の職務経歴書】

職務経歴書

20××年××月

氏名 添付 太郎

■略歴

○○大学○○学部卒業後、200×年4月株式会社○○銀行に入行。△△支店配属後、OJTを経て預金・外為・融資業務の経験と知識を蓄積。×年後□□支店に転勤。上場企業を含む中堅・大手企業約50社を担当。貸出、デリバティブ、401K、証券代行の営業業務にも取り組む。その後、◇◇支店に異動。企業再生、債権回収先担当となり、M＆A、シンジケートローン等の大口案件を数件取り扱っており、現在に至る。

	期間
	職務内容

	199×年4月

199×年4月

200×年4月

200×年7月

200×年8月

200×年6月

200×年8月
	株式会社○○銀行入行

　■会社概要：××一部上場　年商：○○億円　従業員数：○○○名

　■在籍期間：199×年4月～現在に至る（×年×ヶ月）

△△支店配属

　預金・外為・融資全般についてのOJTを行い、業務全般に携わる

　　・預金事務全般

　　・貿易事務、送金、両替、輸出入ドキュメンタリー取引事務

　　・個人ローン、約50社の中小企業取引を中心とした融資業務

個人富裕層（既存および新規）担当

　・大口ローン先の与信管理

　・投資信託、外資預金等の金融商品の販売、クレジットカード営業

　・富裕層を対象とした相続税対策のコンサルティング

法人営業（中小企業対象）および住宅ローン担当

　・各種デリバティブ、海外進出、M&A、仕入販売先の拡充、システムや制度構築に至るまでの、

　　取引先（中小企業）の経営課題に対してのコンサルティング

■実績・その他

個人向けローン○件○○○百万円、投資信託販売実績目標に対して○○％達成。

△△支店で銀行業務の基盤を学び、総額××億円の大口ローンを中心に実績を構築。リテール

・中小企業取引拠点の△△支店から、大企業取引拠点□□支店へ異動となる。

□□支店配属　取引先係

上場企業10社を含む中堅・大手取引先を担当。

　・担当社数：50社。管理債券約150億円。

　・法人向け（運転・設備）融資、外為、デリバティブ、営業業務に加え、401K、証券代行業務の

　　営業に取り組む。

　・401Kの資産管理・運用商品受託・作法権代行の付替に成功。

　・200×年×月からは、注力企業向けの営業推進リーダーを担当。本部との連携を深め年間を

　　通して収益目標を達成。

■実績・その他

貸出残高の増強、デリバティブ、外為取引、海外進出サポート案件で、実績を構築。部内（12名）

のチームリーダーとして部全体の期日管理などを任させる。自己査定および破綻先の対応に従事

し、債権回収の業務について学びさらに理解を深めた。

◇◇支店配属　取引先係

　・企業再生および債券回収を担当。企業への債券計画見直し

の指導および債券保全。

　・担当社数：20社。管理債券約130億円。

◇◇支店　融資係

　・上場企業10社を含む大手企業取引を担当。既存型バンキング業務に加え、M&A、シンジ

ケートローン等の大口案件を取り扱う。

　・担当社数：35社。管理債券約280億円。


■自己PR

銀行業務を通じて得られたこと

（1）財務分析、与信判断についてはもちろん、営業として重要な事は何かを学びました。

　　　・情報入手経路の多様化（財務・経理、経営企画、海外事業部や営業部との接触

　　　・ニーズ、課題の発見および解決策・対策立案のための情報収集

　　　・スピード感ある対応と提案および丁寧なアフターフォロー

（2）多種多様な業種かつ、成長ステージの異なる企業を担当したことにより、ビジネスモデルの長所・短所について知ることが

　　できたことは、大きな財産となりました。

■資格等

199×年9月　　証券外務員1種

199×年12月　ＴＯＥＩＣ　●●点

200×年6月　　証券アナリスト1次2科目合格（証券分析・経済）

200×年12月　税理士科目合格（簿記論、財務諸表論）

ＰＣスキル　　　 Word、Excel、Access、PowerPoint
























